
私
の
故
郷
の
福
井
県
越
前
市

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１
．
概
要

福
井
県
の
中
央
部
に
位
置
す

る
越
前
市
は
、
歴
史
と
文
化
が

息
づ
く
魅
力
的
な
都
市
で
す
。

２
０
０
５
年
に
旧
武
生
市
と
今

立
郡
今
立
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
越
前
和
紙
や
越
前

打
刃
物
な
ど
の
伝
統
工
芸
の
産

地
と
し
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
歴
史

越
前
市
は
古
く
か
ら
「
越
の

国
」
の
国
府
が
置
か
れ
、
北
陸

地
方
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

平
安
時
代
に
は
『
源
氏
物
語
』

の
作
者
・
紫
式
部
が
一
時
期
を

過
ご
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

そ
の
歴
史
を
偲
ぶ
「
紫
式
部
公

園
」
が
市
内
に
は
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
に

は
織
田
信
長
に
仕
え
た
武
将
、

朝
倉
義
景
の
影
響
を
受
け
た
地

域
で
も
あ
り
、
歴
史
的
な
遺
産

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
伝
統
工
芸

越
前
市
は
、
１
５
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
越
前
和
紙
を

は
じ
め
、
越
前
打
刃
物
、
越
前

漆
器
、
越
前
箪
笥
（
た
ん
す
）

な
ど
の
伝
統
工
芸
の
生
産
地
と

し
て
も
有
名
で
す
。

・
越
前
和
紙

奈
良
時
代
か
ら
続
く
越
前
和

紙
は
、
日
本
最
古
の
和
紙
の
一

つ
と
さ
れ
、
現
在
で
も
書
道
用

紙
や
美
術
品
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
越
前
打
刃
物

約
７
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

越
前
打
刃
物
は
、
日
本
刀
の
製

法
を
基
に
し
た
包
丁
や
農
具
が

有
名
で
、
職
人
の
手
に
よ
っ
て

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
．
観
光
ス
ポ
ッ
ト

越
前
市
に
は
歴
史
や
自
然
を

楽
し
め
る
観
光
地
が
数
多
く
存

在
し
ま
す
。

・
紫
式
部
公
園

紫
式
部
が
越
前
の
地
で
過
ご

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
公
園
で
、
平
安
時
代
の
雰
囲

気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
蔵
の
辻

江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
家
の

街
並
み
が
残
る
「
蔵
の
辻
」
は
、

歴
史
散
策
や
地
元
の
特
産
品
を

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

・
武
生
菊
人
形
展

日
本
三
大
菊
人
形
展
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ

る
「
武
生
菊
人

形
展
」
は
、
毎

年
秋
に
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

・
武
生
中
央
公
園

家
族
連
れ
に
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
で
、
広
々
と
し
た
芝
生
広
場

や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
春
に
は
桜
、
秋

に
は
紅
葉
が
美
し
く
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
．
交
通
ア
ク
セ
ス

越
前
市
は
交
通
の
便
も
良
く
、

JR
北
陸
本
線
「
武
生
駅
」
や
、

２
０
２
４
年
に
開
業
し
た
北
陸

新
幹
線
「
越
前
た
け
ふ
駅
」
に

よ
り
、
首
都
圏
や
関
西
方
面
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し

た
。

６
．
食
文
化

越
前
市
は
「
越
前
そ
ば
」
が

名
物
で
、
特
に
大
根
お
ろ
し
と

一
緒
に
食
べ
る
「
お
ろ
し
そ
ば
」

が
有
名
で
す
。
冬
に
は
福
井
県

特
産
の
「
越
前
ガ
ニ
」
も
味
わ

え
ま
す
。

７
．
ま
と
め

越
前
市
は
、
歴
史
や
文
化
、

伝
統
工
芸
、
美
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
で

す
。
観
光
地
と
し
て
も
、
住
む

場
所
と
し
て
も
、
多
く
の
魅
力

を
持
ち
、
近
年
は
北
陸
新
幹
線

の
開
業
に
よ
っ
て
さ
ら
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
探
訪
や

工
芸
体
験
、
グ
ル
メ
巡
り
な
ど
、

訪
れ
る
人
々
に
多
彩
な
楽
し
み

方
を
提
供
し
て
く
れ
る
越
前
市

を
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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私
は
墨
田
区
の
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」

の
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
「
ピ
ー
チ
ク
ぱ
ー

ち
く
」
で
カ
ラ
オ
ケ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
は
元
気
な
高
齢

者
の
方
を
中
心
と
し
て
、
世
代
間
交
流

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し

て
、
健
康
増
進
や
生
き
が
い
活
動
を
行

う
た
め
の
施
設
で
す
。
「
ピ
ー
チ
ク
ぱ
ー

ち
く
」
は
２
０
１
１
年
４
月
に
発
足
し

た
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
で
、
歌
が
好
き

な
同
好
者
が
集

ま
り
会
員
相
互

の
親
睦
を
計
り
、

会
員
が
心
身
共

に
健
康
で
明
る

く
楽
し
く
元
気

よ
く
歌
う
事
を

目
的
と
す
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
私
は
２
０
１
３
年
４
月
に

入
会
し
、
今
迄
、
継
続
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
は
毎
週
日
曜
日
（
但
し
、

５
週
目
の
日
曜
日
は
お
休
み
）
の
13
時

か
ら
16
時
30
分
迄
、
交
流
活
動
室
を
利

用
し
て
歌
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
26
名

の
会
員
が
お
り
、
各
自
が
歌
い
た
い
曲

を
カ
ラ
オ
ケ
機
器
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

自
由
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
会
員
そ
れ
ぞ

れ
の
都
合
に
よ
り
休
む
場
合
も
あ
り
、

毎
回
平
均
す
る
と
16
名
～
17
名
程
度
の

参
加
者
で
す
。
会
で
は
墨
田
区
の
「
八

広
地
域
プ
ラ
ザ
吾
嬬
の
里
」
を
利
用
し

て
年
２
回
（
暑
気
払
い
会
、
新
年
会
）

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

持
ち
込
み
に
よ
る
飲
み
食
い
自
由
で
す
。

舞
台
衣
装
を
着
て
歌
う
人
も
お
り
、
皆

さ
ん
大
変
楽
し
そ
う
で
す
。
ま
た
、
会

で
は
年
１
回
～
２
回
の
旅
行
会
を
行
っ

て
お
り
、
平
均
15
名
～
16
名

の
参
加

者
が
い
ま
す
。
今
迄
行
っ
た
主
な
所
は

鬼
怒
川
温
泉
、
湯
西
川
温
泉
、
草
津
温

泉
、
伊
香
保
温
泉
、
塩
原
温
泉
、
熱
海

温
泉
等
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
の
効
果
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
AI
（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

シ
ャ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
略
で

人
口
知
能
で
す
）
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

ア
プ
リ
で
調
べ
た
ら
、
次
の
よ
う
な
文

章
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
精
神
的
な
効
能

・
ス
ト
レ
ス
解
消

歌
を
歌
う
こ
と
で
体
内
の
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
（
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
）
の
レ
ベ
ル

が
低
下
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
得
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
好
き
な
曲
を

全
力
で
歌
う
こ
と
で
気
分
が
晴
れ
ま
す
。

・
感
情
表
現
の
場

歌
を
通
じ
て
普
段
言
葉
で
表
現
で
き

な
い
感
情
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
心
が
軽
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
幸
福
感
の
向
上

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
と
脳
内
で
エ
ン

ド
ル
フ
ィ
ン
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
っ
た

「
幸
福
ホ
ル
モ
ン
」
が
分
泌
さ
れ
、
気

分
が
向
上
し
ま
す
。

◆
身
体
的
な
効
能

・
呼
吸
機
能
の
向
上

歌
う
こ
と
で
横
隔
膜
を
使
っ
た
深
い

呼
吸
が
促
さ
れ
、
肺
活
量
が
増
え
た
り
、

呼
吸
器
官
が
鍛
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

・
血
行
促
進

カ
ラ
オ
ケ
で
は
体
全
体
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
声
を
出
す
こ
と
で
血
液
循
環

が
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
免
疫
力
ア
ッ
プ

ス
ト
レ
ス
軽
減
に
よ
り
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
社
会
的
な
効
能

・
人
と
の
絆
を
深
め
る

カ
ラ
オ
ケ
は
友
人
や
家
族
と
の
交
流

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

絆
を
深
め
た
り
、
人
間
関
係
を
円
滑
に

す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

・
自
己
表
現
の
練
習

歌
う
こ
と
で
自
信
を
持
っ
て
自
己
を

表
現
す
る
機
会
が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◆
リ
ハ
ビ
リ
や
治
療
へ
の
活
用

・
音
楽
療
法
の
一
環
と
し
て
、
カ
ラ
オ

ケ
が
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
や
認
知
症
予

防
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歌

詞
を
覚
え
た
り
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
が
促
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
カ
ラ
オ
ケ
は
か
な
り

良
い
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆

さ
ん
も
お
や
り
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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「
シ
ニ
ア
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
募
集
中
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方

の
登
録
と
依
頼
に
応
じ
た
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
、
麻
雀
、
将
棋
、
子
育

て
支
援
、
日
本
語
支
援
、
家
事
援
助
、

生
活
支
援
、
健
康
教
室
の
お
手
伝
い
、

各
種
講
座
、
講
演
会
の
企
画
か
ら
会

場
の
準
備
作
業
な
ど
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
知
識
、
経
験
、
特
技
、
趣

味
等
を
地
域
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て

橋
本

健
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五
月
の
連
休
明
け
に
は
五
月
病

に
な
る
人
が
い
ま
す
。
新
年
度
の

環
境
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
原

因
で
、
５
月
頃
に
無
気
力
や
疲
労

感
を
感
じ
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

特
に
新
入
社
員
や
新
入
生
に
多
く

見
ら
れ
、
や
る
気
が
出
な
い
、
眠

れ
な
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
趣
味
や
運
動
で
気

分
転
換
を
す
る
、
十
分
な
睡
眠
を

と
る
、
無
理
せ
ず
周
囲
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。


